
ACG032-05 会場:展示ホール7別室2 時間: 5月26日10:03-10:16

最終融氷期における北西太平洋縁辺域の表層水温，表層塩分の千年スケ
ール変動

Millennial-scale changes in temperature and salinity in the western North
Pacific during the last deglaciation
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約２万年前の最終氷期極相期の終わりから後氷期の始まり（１万1千年前）までの期間は最終融
氷期と呼ばれ、氷期から間氷期への比較的急速な遷移期として知られる。最終融氷期において
は、千年スケールの振幅が大きく、かつ急激な気候変動があったことが知られており，急激な気
候変動のメカニズム解明に重要な時代である．筆者らは，東シナ海北部から得られたKY07-04-
PC1コア(32oN)を用いて、浮遊性有孔虫殻のマグネシウム／カルシウム比（Mg/Ca）と酸素同位
体比から、過去２万年間の表層水温(SST)と表層塩分(SSS)（より厳密には海水の酸素同位体比
(δ18Osw）を高時間解像度で復元した．その結果，東シナ海北部ではベーリング・アレレード(B/
A)期と呼ばれる温暖期にSSTが高く，ヤンガードリアス(YD)期と呼ばれる寒冷期にSSTが低下
するという千年スケールでの北大西洋高緯度域とのリンケージが示された．一方、融氷期におけ
る千年スケールのSST変動は北西太平洋低緯度域ではそれほど顕著ではなく，１万９千年から完
新世にかけて徐々に上昇していくという特徴を持つ．これは，東シナ海北部がより寒冷化した時
に北西太平洋での緯度方向の水温勾配が大きくなることを意味する．先行研究のMg/Ca水温計に
よるSST復元結果をコンパイルして北西太平洋縁辺域における低緯度域から32oNまでのSSTの緯
度勾配を，最終氷期，BA, YD,完新世のそれぞれの時代について求めた結果，SST勾配は，最終
氷期極相期とYDでは約5oC, BAでは約4.5oC,完新世では約3oCであった．ただし、YDでのSSTの
絶対値は，最終氷期極相期よりも約1.3oC高い．また，最終氷期後の温暖化は太平洋低緯度域で
は１万９千年前から始まっているが，東シナ海では１万６千年前のBAの始まりと同調して起こ
っている．これは，より早く起こった低緯度域の温暖化は，東シナ海まで達していなかったこと
を示唆する．反対に，YDにおける東シナ海の寒冷化は北西太平洋低緯度域にまで到達しなかっ
たことが示唆される．
一方，最終融氷期における東シナ海北部のδ18Oswの復元結果からはBA, YDに対応した変動がは
っきりと見られなかった．東シナ海のδ18Oswは，表層塩分の指標であり，長江からの淡水の流入
量変動，つまり中国南部の広範囲にわたる降水量変動を表すと考えられる．一方で，中国南部の
鍾乳石の酸素同位体比も，東アジア夏季モンスーンによる降水量の指標だと解釈されているが，
先行研究ではBAに酸素同位体比が軽くなりYDには重くなることが示されている．すなわち、２
つの夏季モンスーン降水量指標は、相反した結果を示している。鍾乳石の酸素同位体比は，炭酸
カルシウムが沈殿する際の温度や，降水そのものの同位体比組成によっても変化するため，夏の
降水量そのものの指標ではない可能性がある．もし、YDにおいて，鍾乳洞内の気温が低下し，
あるいは水蒸気の起源である海域の海水の酸素同位体比が重くなっていたあるいは、起源が変わ
っていたならば，YDに鍾乳石の酸素同位体比が重くなることが説明できるため，中国南部での
降水量が減少しなかったことを説明できるかもしれない。
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